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要旨 

近年、世界的なヘリウムガスの供給不足により、ヘリウムをキャリアガスに用いる

ガスクロマトグラフィー (GC) は代替キャリアガスを用いた分析法開発が求められ

ている。本研究では、家庭用品規制法において分析法に GC を採用している有害物

質のうち、①メタノール (MeOH)、トリクロロエチレン (TCE) およびテトラクロロ

エチレン (PCE) の溶剤 3 種、②アゾ化合物（測定対象は特定芳香族アミン等 26物

質）、③ヘキサクロルエポキシオクタヒドロエンドエキソジメタノナフタリンおよび

4,6-ジクロル-7-(2,4,5-トリクロルフェノキシ)-2-トリフルオルメチルベンズイミダゾ

ールを対象とし、ヘリウム代替キャリアガスを用いた分析法を開発するため、代替キ

ャリアガスとして水素および窒素の適用性について検討した。その結果、キャリアガ

スを変更しても、試験法のカラム、オーブン昇温条件等は変更することなく、一部流

量のみを変更することで各製品中の①②③の対象化合物が測定できる分析条件を構

築できた。ただし、いずれの対象化合物でも、ヘリウムおよび水素使用時の感度は同

程度であったが、これらに比べて窒素使用時は感度損失がみられ、ヘリウムと比べた

各化合物のピーク面積は 1/400～1/20 程度であった。しかし、いずれのキャリアガス

を用いても現行基準値 (①MeOH：5 w/w%、TCE および PCE：0.1%、②および③

30 g/g) を下回る濃度での定量が可能であり、対象製品の基準値の適合判定は可能

であった。これらのことから、家庭用品規制法の①②③の 6 項目の GC 分析に、ヘ

リウム代替キャリアガスとして水素もしくは窒素が利用可能であることが明らかに

なった。 

A. 研究目的 

有害物質を含有する家庭用品の規制に

関する法律（以下、家庭用品規制法）1) に

おいて基準が策定されている有害物質21

物質群のうち、15物質群（採用予定を含む）

で試験法にガスクロマトグラフ (GC) を

採用している (Table 1)。GCはキャリア

ガスとしてヘリウムが汎用されているが、
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近年、ヘリウムの生産施設トラブルや需

要の急増に伴う世界的な供給不安定化が

深刻化しており、今後も安定的な入手が

困難な状況になる可能性がある2,3)。その

ため、家庭用品規制法においても、ヘリウ

ム代替キャリアガスを用いた試験法の開

発が急務である。このような背景から、本

分担研究では家庭用品規制法において分

析装置にGCを採用している有害物質につ

いて、ヘリウム代替キャリアガスを用い

た分析法の開発を目的としている。 

対象化合物は当該研究3年間で、①家庭

用エアゾル製品中の有害物質として指定

されている、メタノール (MeOH)、トリ

クロロエチレン (TCE) およびテトラク

ロロエチレン (PCE) の溶剤3種、②繊維

製品および革製品中の有害物質として指

定されているアゾ化合物（測定対象は特定

芳香族アミン類24物質およびp-フェニルア

ゾアニリンから還元されて生成する可能性

がある2物質の計26物質）、③繊維製品に防

虫剤として用いられていた有害物質であ

る、ヘキサクロルエポキシオクタヒドロ

エンドエキソジメタノナフタリン（別名：

ディルドリン、以下ディルドリンと示す）

および4,6-ジクロル-7-(2,4,5-トリクロル

フェノキシ)-2-トリフルオルメチルベン

ズイミダゾール（略称：DTTB、以下DTTB

と示す）の6項目を対象とした。①③の試

験法については、制定当時から約40年間

改正されていなかったが、現在の分析技

術水準から乖離して有害な試薬が使用さ

れていることおよび充填カラムを使用し

ており分離能（精度）が低いことから、薬

生薬審発0328第５号（令和4年3月28日）

において4)、安全で効率的な前処理方法並

びにキャピラリーカラムを用いたガスク

ロマトグラフ-質量分析計 (GC-MS) に

よる試験法（改正試験法）に改正された5-

9)。本研究では、①②③の現行および改正

試験法における条件をなるべく変更せず、

試験法へのヘリウム代替キャリアガスと

しての水素および窒素の適用性について

検討した。 

 

B. 研究方法 

B1. 試薬および試料調製 

 各年度終了報告書をご参照ください。 

 

B2. 装置 

GC-MS はアジレントテクノロジー株

式会社製 8890および 5977Bを使用した。

代替キャリアガスにはAIR TECH製超高

純度水素ガス発生装置NM plusを用いて

発生させた水素ガス並びに窒素ガス (純

度 99.9995%以上) を用いた。水素ガス発

生装置にはミリポア社製超純水製造装置

Milli-Q Advantage A10 で製造した精製

水を使用した。 

測定はスキャンモードおよび選択イオ

ン モ ニ タ リ ン グ  (Selected ion 

monitoring, SIM) モードで実施し、定量

は SIMモードにおける各定量イオンのピ

ーク面積で行った。内部標準物質 

(Internal standard, IS) は、①は MeOH-

d3 および TCE-d を、②はナフタレン-d8

およびベンジジン-d8を、③はフルオラン

テン-d10 およびクリセン-d12 を使用した。 

 

B3. 相対標準偏差および装置定量下限値

の算出 

検量線最下点付近の濃度の 5 回繰り返
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し測定における ISとの面積比の相対標準

偏 差  (Relative standard deviation, 

RSD) を併行精度とし、5回の面積値の標

準偏差  ()より 10 を装置定量下限値 

(Instrument Quantification Limit, IQL) 

として、各キャリアガスで比較した。 

 

B4. 製品の分析 

 3 種キャリアガスを用いて、①②③の各

対象製品の定量を行った。①では、令和元

年度の先行研究において妥当性評価を実

施した際の評価試料として作製された、

対象 3 物質が基準値濃度の試料 A と基準

値濃度の 1/10 の試料 B の 2 種類のエア

ゾル試料を用いた。本試料には対象 3 物

質に加え、妨害物質として存在する可能

性のある揮発性有機化合物 (VOC) 12 種

が添加されている。②では、既報 10,11) に

おいて還元操作により特定芳香族アミン

類が検出された繊維製品 3 製品および革

製品 2製品の計 5製品について、③では、

過去に実際の市場に流通し、ディルドリ

ンまたは DTTB が検出された毛布 1 製品

およびカーペット 3 製品の繊維製品計 4

製品について、試験に供した。 

 

C. 結果及び考察 

C1. キャリアガスの違いによる GC-MS 分

析条件の検討 

 試験法におけるヘリウム使用時の分析

条件を用いて測定した結果、水素および

窒素使用時に適用するために、ガス流量、

定量イオン、注入方法の一部分析条件を

検討した。 

ガス流量については、①および③にお

いて、水素使用時には注入口圧力が保て

なかったため、ガス流量をそれぞれ 1.5 

mL/min および 1.0 mL/min に変更した。 

マススペクトルについて、化合物によ

ってはヘリウムおよび窒素と水素とでス

ペクトルパターンが異なることがある。

①では、TCEの分析で、定量イオンと定

性イオンのイオン強度比が水素使用時は

異なっていた。②では、4-クロロ-o-トルイ

ジンは m/z 106 と 141 のフラグメントイオ

ンのピーク強度の比率が異なっており、ヘ

リウム使用時は m/z 106 と 141 は同程度の

強度であったが、水素使用時は m/z 106 の

方が大きかった。一方で、2-メチル-5-ニト

ロアニリンは、ヘリウム使用時にはm/z 121

および 122 のフラグメントイオンピークは

ほとんど見られなかったが、水素使用時に

はメインのフラグメントイオンピークとな

っていた。③では、すべての化合物におい

て、多少の強度比の大小はあるものの、フ

ラグメンテーションパターンおよび基準

ピークはどちらのキャリアガスを用いて

も同じであった。6 項目の各対象化合物お

よび IS の定量イオンについては、ヘリウ

ムと水素でスペクトルパターンが異なる

化合物はあったが、すべてのキャリアガ

スで同じ定量イオンを用いても問題なく

定量可能であったため、キャリアガスの

影響で変更しなかった。ただし、窒素使用

時においては、全体のノイズが多くベー

スが高いスペクトルを示し、主なフラグ

メントイオンは観察できるが明瞭ではな

い化合物もあった。 

 注入方法について、①では、スプリット

とパルスドスプリットについて検討した

が、どのキャリアガスでもピーク形状は

スプリット分析の方が良好であった。②

163



では、スプリットレスとパルスドスプリ

ットレスについて検討したが、どのキャ

リアガスでもパルスドスプリットレスで

の測定の方がSIMのピーク高さおよび面

積が大きかった。③では、スプリットレス

とパルスドスプリットレスについて比較

した結果、パルスドスプリットレスの方

が感度がよく、加圧に伴って感度の上昇

がみられた。 

これらの条件検討の結果、最終的に構

築した分析条件を Table 2 に、その条件

で測定したクロマトグラムを Fig. 1～3

に示す。水素をキャリアガスとして使用

する際に、ベースラインの上昇等、クロマ

トグラム上に測定の妨害となるような現

象やテーリング等ピークの形状変化は確

認されなかった。また、不飽和結合を構造

中に有する化合物等では還元による化合

物の消失などが報告されている 12)が、今

回対象とした物質ではそのような現象は

認められなかった。窒素をキャリアガス

とした場合には、Scan モードでの測定で

は感度不足から良好なクロマトグラムが

得られなかったが、SIM モードでの測定

では各物質の検出は可能であったため、

Scan と併せて SIM の結果を示す。検量

線最高濃度付近のピーク面積を比較した

結果、いずれの対象化合物でも、ヘリウム

および水素使用時の感度は同程度であっ

たが、これらに比べて窒素使用時は感度

損失がみられ、ヘリウムと比べた各化合

物のピーク面積は、①では 1/30～1/20、

②では 1/300～1/100、③では 1/400～

1/200 程度であった。 

 

 

C2. 検量線および IQL 

得られた分析条件を用いて検量線を作

成した。①では、いずれのキャリアガスで

も実試料換算で MeOH 0.05-10%、TCE

および PCE 0.001-0.2%の濃度範囲で相

関係数 0.999 以上の良好な直線性を示し

た。②では、ヘリウムおよび水素では 0.01

～10 mg/L の 5 点以上を含む範囲で、ヘ

リウムでは相関係数 (r) が 0.987～1.00、

水素では 0.993～1.00 と良好な直線性が

得られた。窒素では 0.1～3 mg/L の 5 点

以上を含む範囲で r が 0.984～1.00 と概

ね良好な直線性が得られた。③では、ヘリ

ウムおよび水素は 1.5～300 g/L の範囲

でそれぞれ r が 0.996～1.000 および

0.9999～1.000、窒素は 30～750 g/L の

範囲で 0.9952～0.9999 といずれも良好

な直線性が得られた。 

検量線最下点濃度  (0.05% MeOH、

0.001% TCE および 0.001% PCE, n=3) 

の測定における面積値の RSD を併行精

度として算出した結果、ヘリウムおよび

水素使用時は溶剤 3 種すべて 5%以内で

あったが、窒素においては 3.6～32%と、

特に TCE および PCE において非常に大

きなばらつきがみられた。これは倍濃度 

(0.1% MeOH 、 0.002% TCE および

0.002% PCE, n=5) の測定においても同

様の傾向がみとめられた (Table 3 ①)。

②ではヘリウムは 3.2～15%とすべての

化合物で 15%以内、水素はヘリウムに比

べるとばらつく傾向はあるが、2.7～24%

とすべて 25%以内であった。窒素は最も

ばらついており概ね 10～30%であった 

(Table 3 ②)。③では、RSD は 3.0～16%

といずれのキャリアガスにおいても 20%
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未満の良好な結果が得られた (Table 3 

③)。 

IQL は①では窒素ガス使用時が最も高

く、MeOH が 0.026%、TCE が 0.066%、

PCE が 0.074%であった (Table 3 ①)。

②では、各キャリアガスの IQLは、24物

質すべてで窒素ガス使用時が最も高く、

ヘリウムは 0.0021～0.012 mg/L、水素は

0.0018～0.036 mg/L（ヘリウムと比較し

て 0.16～13 倍）、窒素は 0.13～0.87 mg/L

（同：25～220倍）であった (Table 3 ②)。

③では、ヘリウムで 0.0065 g/g～0.015 

g/g、水素で 0.0052 g/g～0.020 g/g、

最も高い窒素で 0.34 g/g～0.73 g/g（ヘ

リウムと比較して 38～110 倍）となった

(Table 3 ③)。以上の結果から、現行の基

準値である①MeOHは 5 w/w%、TCEお

よび PCE は 0.1%、②および③では 30 

g/g を十分に下回る濃度での分析が可能

であった。 

  

C3. 製品の定量 

①②③における各対象製品を定量した

結果、ヘリウム、水素、窒素いずれのキャ

リアガスを用いても同等の定量結果であ

った (Table 4)。さらに、基準値を超過し

た試料および化合物についても同様の結

果が得られていることから、キャリアガ

スを変更しても、基準値の判定が可能で

あることが明らかになった。 

 

D. まとめ 

①エアゾル製品中の MeOH、TCEおよ

び PCEの溶剤 3 種、②繊維製品および革

製品中のアゾ化合物（測定対象は 26 物

質）、③繊維製品中のディルドリンおよび

DTTB の 6 項目の試験法である GC-MS

分析について、ヘリウム代替キャリアガ

スとして、水素および窒素の適用性につ

いて検討した。その結果、キャリアガスを

変更しても、カラム、オーブン昇温条件等

は変更することなく、一部ガス流量のみ

を変更することで対象化合物が測定でき

ることが明らかになった。ただし、窒素使

用時は感度の低下が著しいため、それぞ

れ機器の状況に応じた条件設定には注意

が必要であると考えられた。 

以上のことから、6 項目の GC-MS 分析

においては、いずれのキャリアガスでも

現行基準値 (①MeOH：5 w/w%、TCEお

よび PCE：0.1%、②および③:30 g/g) を

下回る濃度での定量が可能であり、ヘリ

ウム代替キャリアガスとして水素もしく

は窒素が利用可能であることが明らかに

なった。 
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Table 1 家庭用品規制法の有害物質および各分析装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GC-ECD:  

Gas Chromatography-Electron Capture Detector（ガスクロマトグラフ-電子捕獲型検出器） 

GC-FID:  

Gas Chromatography-Flame Ionization Detector（ガスクロマトグラフ-水素炎イオン化検出器） 

GC-FPD: Gas Chromatograph-Flame Photometric Detector（ガスクロマトグラフ-炎光光度検出器） 

 

 

  

有害物質 分析装置

アゾ化合物 GC-MS

ジベンゾ (a,h) アントラセン GC-MS

ベンゾ (a) アントラセン GC-MS

ベンゾ (a) ピレン GC-MS

トリフェニル錫化合物 GC-MS

トリブチル錫化合物 GC-MS

ディルドリン GC-ECD → GC-MSへ改正

DTTB GC-ECD → GC-MSへ改正

メタノール GC-FID → GC-MSへ改正

テトラクロロエチレン GC-ECD → GC-MSへ改正

トリクロロエチレン GC-ECD → GC-MSへ改正

塩化ビニル 赤外分光装置 → GC-MSへ変更中

TDBPP GC-FPD → GC-MSへ変更中

BDBPP化合物 GC-FPD → GC-MSへ変更中

APO GC-FPD → GC-MSへ変更中

塩化水素 中和滴定

硫酸 中和滴定

水酸化カリウム 中和滴定

水酸化ナトリウム 中和滴定

ホルムアルデヒド 分光光度計

有機水銀化合物 フレームレス原子吸光光度計
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Table 2 ①②③の各対象化合物における測定条件 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

  

Column Rxi-624 Sil MS , Restek

(60 m × 0.32 mm i.d., 1.8 m)

Column temperature 35°C (5 min)→5°C/min→120°C

　→20°C/min→200°C (10 min)

Gas flow Constant flow 1 mL/min  (H2 1.5 mL/min)

Injection mode Split (1:10)

Injection volume 1 L

Inlet temperature 200°C

MS transferline temperature 200°C

Ionization Electron Ionization, 70 eV

Ion source temperature 230°C

Scan range (m/z ) 29-200

SIM monitor ion (m/z ) Quantitation ion, idenfication ion

MeOH: 31, 32, TCE: 130, 95, PCE: 166, 164

MeOH-d 3: 33, 35, TCE-d : 131, 96

Column DB-35MS, Agilent

(30 m × 0.25 mm i.d., 0.25 mm)

Column temperature 55°C (5 min)→15°C/min→230°C →5°C/min

　→290°C →20°C/min→310°C (5 min)

Gas flow Constant flow 1 mL/min 

Injection mode Pulsed splitless (170 kPa, 0.5min)

Injection volume 1 L

Inlet temperature 250°C

MS transferline temperature 250°C

Ionization Electron Ionization, 70 eV

Ion source temperature 230°C

Scan range (m/z ) 60-300

Quantitative ion (m/z ) Included in the report for the fiscal year 2021
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Table 2（続き） ①②③の各対象化合物における測定条件 

 

③ 

 

  
Column DB-5MS UI, Agilent 

(30 m × 0.25 mm i.d., 0.25 m)

Column temperature 100°C (1 min hold)→10°C/min→240°C

　 →5°C/min→280°C (7 min hold)

Gas flow Constant flow 0.6 mL/min (H2 1.0 mL/min)

Injection mode Pulsed splitless 

(He, H2: 350 kPa, 1 min, N2: 170 kPa, 1min)

Injection volume 2 L

Inlet temperature 240°C

MS transferline temperature 280°C

Ionization Electron Ionization, 70 eV

Ion source temperature 300°C

Scan range (m/z ) 50-500

Quantitative ion (m/z ) Dieldrin: 263, Me-DTTB: 392, 429

Fluoranthene-d 10: 212, Chrysene-d 12: 240
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Table 3 ①②③の各キャリアガスにおける RSDおよび IQL の比較 

 

①検量線最下点濃度 (0.05% MeOH、0.001% TCE および 0.001% PCE, n=3) の 

測定における RSD、IDL および IQL 

 

 

 

 

  

(%) MeOH TCE PCE

0.05 0.001 0.001

He 0.56 1.9 3.0

H2 1.7 4.4 4.6

N2 3.6 27 32

He 0.0026 0.0022 0.0012

H2 0.011 0.0069 0.0032

N2 0.026 0.066 0.074

Concentration

RSD

IQL
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Table 3（続き） ①②③の各キャリアガスにおける RSD および IQL の比較 

 

 

③ 

 

 

  
RSDb)

(%)

IQLc)

(g/g)

RSD

(%)

IQL

(g/g)
Ratiod) RSD

(%)

IQL

(g/g)
Ratio

Dieldrin (PTAH－) a) 5.2 0.0091 3.1 0.0052 0.58 5.1 0.34 38

Dieldrin (PTAH＋) a) 4.5 0.0065 3.0 0.0055 0.84 9.5 0.72 111

Me-DTTB-1 9.1 0.010 6.7 0.0075 0.71 9.4 0.44 42

Me-DTTB-2 14 0.015 16 0.020 1.3 6.0 0.73 48

a) PTAH－: PTAH no coexistence, PTAH＋: PTAH coexistence
b) RSD: Relative standard deviation (%, n=5)
c) IQL: Instrument Quantification Limit (g/g)
d) Ratio of He IQL to 1

H2 N2

Compounds

He
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Table 4 ①②③の各対象製品の定量結果 

 

①エアゾル試料 Aおよび Bの定量値 (%) および RSD (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)

Value RSD Value RSD Value RSD

5 0.1 0.1

4.06 2.0 0.0930 2.5 0.0915 1.2

4.06 1.4 0.0935 1.5 0.0915 4.7

4.00 1.5 0.0965 1.1 0.0907 1.2

0.5 0.01 0.01

0.370 2.7 0.0103 2.9 0.0105 3.2

0.368 3.4 0.00994 1.2 0.00976 1.9

0.386 1.1 0.0108 12 0.0103 8.0N2

He

H2

N2

He

H2

Additive conc. A

Additive conc. B

MeOH TCE PCE
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Table 4（続き） ①②③の各対象製品の定量結果 

 

 

③製品 A～D の製品濃度 (g/g) 

 

 

 

  

Sample Gas
Dieldrin

 (PTAH－)
*

Dieldrin

(PTAH＋)
* Me-DTTB-1 Me-DTTB-2

He 2.7 2.5 －** －

H2 3.4 3.4 － －

N2 － － － －

He 200 195 － －

H2 186 170 － －

N2 190 169 － －

He － － 39 37

H2 － － 39 40

N2 － － 37 48

He － － 59 57

H2 － － 61 57

N2 － － 66 63

Unit : g/g

* PTAH－: PTAH no coexistence, PTAH＋: PTAH coexistence
**－: Less than IQL

C

Carpet

D

Carpet

B

Carpet

A

Blanket
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(a) 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 ① (a) ヘリウムおよび (b) 水素で測定した Scan モードのクロマトグラム、 

(c) 窒素で測定した上段: Scan モード、下段: SIM モードのクロマトグラム 
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Fig. 2 ②各キャリアガスにおける試料濃度 3 mg/Lの SIM クロマトグラム 

上段: ヘリウム、中段: 水素、下段: 窒素  
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(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 ③各キャリアガスにおける (a) PTAHなしおよび (b) PTAH ありのクロマトグラム 

上から順に、ヘリウム、水素および窒素のスキャンモード、窒素の SIMモードの m/z 212、263 

1: ディルドリン、2: Me-DTTB-1*、3: Me-DTTB-2*、IS-1: フルオランテン-d10、IS-2: クリセン-d12 

（*PTAH を添加した試料を繰り返し注入することによるメモリーの影響で、 

PTAH を添加していなくてもMe-DTTB が検出される場合がある） 
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(b) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3（続き）③各キャリアガスにおける (a) PTAHなしおよび (b) PTAH ありのクロマトグラム 

上から順に、ヘリウム、水素および窒素のスキャンモード、窒素の SIMモードの各定量イオン 

1: ディルドリン、2: Me-DTTB-1、3: Me-DTTB-2、IS-1: フルオランテン-d10、IS-2: クリセン-d12 

 

 

179


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	別添
	１．急性毒性
	２．刺激性・腐食性及び感作性
	動物
	６－１．発がん性分類
	６－２．発がん性試験等

	７．生体内運命 (体内動態)

	空白ページ
	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性区分

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 　生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献

	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-４ その他
	(１) ヒト (膣内投与)
	(２) 実験動物 (静脈内投与)


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) In vitro
	②ヒト以外

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性分類

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	(１) 刺激性・腐食性
	(２) 感作性

	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	別添
	１．急性毒性
	２．刺激性・腐食性及び感作性
	動物
	６－１．発がん性分類
	６－２．発がん性試験等

	７．生体内運命 (体内動態)

	空白ページ
	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性区分

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 　生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献

	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-４ その他
	(１) ヒト (膣内投与)
	(２) 実験動物 (静脈内投与)


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) In vitro
	②ヒト以外

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性分類

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	(１) 刺激性・腐食性
	(２) 感作性

	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ
	
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	別添
	１．急性毒性
	２．刺激性・腐食性及び感作性
	動物
	６－１．発がん性分類
	６－２．発がん性試験等

	７．生体内運命 (体内動態)

	空白ページ
	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性区分

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 　生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献

	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-４ その他
	(１) ヒト (膣内投与)
	(２) 実験動物 (静脈内投与)


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) In vitro
	②ヒト以外

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性分類

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	(１) 刺激性・腐食性
	(２) 感作性

	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	空白ページ
	別添
	１．急性毒性
	２．刺激性・腐食性及び感作性
	動物
	６－１．発がん性分類
	６－２．発がん性試験等

	７．生体内運命 (体内動態)

	空白ページ
	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性区分

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 　生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献

	空白ページ
	別添
	１ はじめに
	２ 収集した有害性情報の概要
	２-１ 一般毒性
	２-１-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-１-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物


	２-２ 生殖発生毒性
	２-２-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-２-４ その他
	(１) ヒト (膣内投与)
	(２) 実験動物 (静脈内投与)


	２-３ 変異原性 (遺伝毒性)
	(１) In vitro
	②ヒト以外

	２-４ 発がん性
	２-４-１ 経口
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-２ 吸入
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-３ 経皮
	(１) ヒト
	(２) 実験動物

	２-４-４ 国内外機関の発がん性分類

	２-５ その他の有害性に関する情報
	２-５-１ 生体内運命 (体内動態)
	２-５-２ 急性毒性
	２-５-３ 刺激性・腐食性及び感作性
	(１) 刺激性・腐食性
	(２) 感作性

	２-５-４ 作用機序


	３ 参照文献


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ




